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ヒドロニウムからオキソニウムへと変遷した H3O+の名称 
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ある化合物にいくつもの名称があると混乱を招く 1)。そ

こで日本化学会は IUPAC（国際純正・応用化学連合）勧告

内容を日本の化学者に伝え，正しい命名法を普及・啓発し

ている 2)。その一方で，物質の名称そのものは，人々が共

通してその物質を正しく認識するための助けとなるもので

あって，必ずしも「正しい」「正しくない」で色分けできる

ものではない。『H3O+を，大半の英書は古式ゆかしく美し

く hydronium ion と表記する。だが日本では 1970 年代の

中期，誰かがH3O+の呼称をハイカラな「オキソニウムイオ

ン」に変え，高校教科書に突っこんだ。紫式部がハイヒー

ルを履いた趣で気色悪い』との意見がかつて示された 3)。

ではH3O+の名称に対し，オキソニウムに加え，国際的に広

く使われているヒドロニウムも高校教科書で併用されるべ

きだろうか。1970 年の IUPAC 勧告は，「単原子アニオン

に電気的に中性な単位を与えるのに必要な数以上のプロト

ンを加えた多原子カチオンの名称は，アニオン元素の名前

の根末尾に-oniumを加えることで形成される。例：オキソ

ニウム」とした 4)。これに従い，1970 年代に高校教科書は

H3O+をオキソニウムイオンへ切り替えていった 5)。さらに

最近の勧告は，わざわざ『ヒドロニウム hydronium では

ない』2，6)とも付言している。ヒドロニウムとの名称が化学

的に誤りというわけではないが，こうした経緯により，我

が国の教科書で H3O+の名称が統一されたことは，教育に

とって大変都合がよいといえるだろう*。 
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注釈 

*   例えばドイツの中等化学教育の教科書にはオキソニウムとヒドロキソ

ニウムが併記されており 7)，その分，初学者の負担は大きいものと考えられ

る。 


